
吉
川
ま
ち
づ
く
り
自

治
協
議
会
令
和
４
年
度

通
常
総
会
は
、
４
月
23

日
開
催
し
た
第
７
回
理

事
会
の
議
決
を
受
け
て

昨
年
と
同
様
の
書
面
決

議
方
式
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

４
月
25
日
総
会
告
示

を
行
い
、
同
理
事
会
で

決
定
し
た
議
案
書
を
、

４
月
26
日
か
ら
会
員
宅

に
届
け
ま
し
た
。

書
面
表
決
書
は
、
締

切
日
の
５
月
18
日
迄
に

総
会
員
の
88
％
が
提
出

さ
れ
、
各
議
案
書
審
議

に
必
要
な
数
の
書
面
表

決
書
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
書
面
表

決
書
を
受
け
５
月
19
日

迄
に
事
務
局
で
集
計
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

表
決
書
の
集
計
結
果

を
受
け
、
令
和
４
年
度

の
執
行
体
制
と
事
業
計

画
の
進
め
方
を
確
認
す

る
た
め
の
第
1
回
理
事

会
を
５
月
22
日
開
催
し

ま
し
た
。

第
１
回
理
事
会
の
議

案
は
次
の
と
お
り
で
、

審
議
の
結
果
、
全
て
の

議
案
と
報
告
事
項
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

①
令
和
４
年
度
総
会
開

催
結
果
の
承
認

②
理
事
会
役
員
の
分
掌

等
の
確
認

③
理
事
会
の
主
た
る
業

務
執
行
計
画
の
確
認

※

今
年
度
夏
ま
つ
り
は

コ
ロ
ナ
感
染
回
避
等
で

中
止
、
見
直
し
を
協
議
。

④
総
会
決
議
に
基
づ
き
、

所
有
資
産
３
筆
の
売
渡

し
内
諾
書
を
買
主
に
提

出
す
る
こ
と
の
承
認
。

⑤
報
告
事
項
な
ど

・
吉
川
小
学
校
コ
ミ
ュ

令
和
４
年
度
通
常

総
会
議
案
に
対
す

る
意
見
及
び
理
事

会
の
コ
メ
ン
ト

▽
ご
意
見

：議
員
は
理

事
に
入
れ
な
い
様
に
思
う

▼
理
事
会
：自
治
協
議
会

の
役
員
は
会
員
で
あ
れ
ば

ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
第
1

回
運
営
協
議
会
（5
月

13

日
開
催
）
と
今
後
の

地
域
連
携

・第
20
回
吉
川
活
性
化

Ｐ
Ｊ
Ｔ
会
議
模
様
（5
月

12
日
開
催
）

・令
和
4
年
度
粗
大
ゴ

ミ
収
集
の
実
施
計
画

・令
和
4
年
度
広
島
県

道
の
里
親
活
動
計
画

・通
常
総
会
後
の
東
広

島
市
対
応
な
ど

ど
な
た
で
も
立
候
補
可

能
で
す
。
組
織
の
利
害

関
係
者
の
場
合
は
十
分

考
慮
す
る
必
要
は
あ
り

ま
す
が
、
双
方
で
規
制

が
な
い
場
合
、
関
連
組

織
間
の
情
報
流
通
を
図

る
意
味
か
ら
は
兼
務
す

る
こ
と
が
好
ま
し
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

▽
ご
意
見
：夏
ま
つ
り
・

と
ん
ど
が
中
止
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
予

算
額
同
額
が
決
算
さ
れ

て
い
る
。
説
明
が
必
要
。

▼
理
事
会
：交
付
金
は
、

自
治
協
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
に
、
活
動
を
補

助
す
る
意
味
合
い
で
交

付
し
て
い
ま
す
。
各
組
織

に
お
け
る
交
付
金
の
使

途
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員

会
で
判
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
組
織
の
監
査
を

経
て
、
事
業
報
告
書
を

自
治
協
に
提
出
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

〈
２
面
に
続
く
〉
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吉川まちづくり自治協議会理事会役員

【会長】村主武彦

【副会長】前藤英文,二宮久

【理事】

事務局長 吉川地域センター長：角谷勉

会計責任者：平﨑朱美

吉川地域センター事務職員:堀家正枝

まちづくり部会長:前延国治,同副部会長:上竹忠治

いきがい部会長:光森暎明

同副部会長:波光洋子,波光千代子

青少年育成部会長:大原文雄

環境保全部会長:水城茂

吉川地区社会福祉協議会会長:大和至誠

吉川夏まつり実行委員会会長:栗重一則

戸坂自治会長:栗岡伸二,清水原自治会長:宮迫和行

市条自治会長:下石和美,本郷地区長:二宮正

東郷地区長:田島典彦

上横野中横野地区長:浜井良治

下横野地区長:小西正春,下野原地区長:見浦忠昭

【監事】

中尾直文,清水きよみ

・総会成立＝総会員の2分の1以上
・資産処分＝総会出席者の3分の2以上

①規約で定められた提出(出席)数があり、
令和４年度総会は成立しました。

②全ての議案とも規定の賛成票があり、
可決承認されました。 【5月22日1回理事会の模様】

総会員数
798名①

提出表決書総数② 706票
提出率 ②／① 88.5%

議 案 賛成 反対 無効
第1号議案：令和3年度事業
報告/決算報告/監査報告

700票 1票 5票
99.9% 0.1% 0.7%

第2号議案:第３次まちづく
り5か年計画（案）

701票 0票 5票
100% 0% 0.7%

第3号議案:令和4年度事業
計画(案)及び収支予算(案)

701票 0票 5票
100% 0% 0.7%

第4号議案:所有不動産処分
等に関する議案

701票 0票 5票
100% 0% 0.7%

第5号議案:令和４年度吉川
地区自主防災会議案

701票 0票 5票
100% 0% 0.7%

第6号議案:吉川まちづくり
自治協議会役員の補欠選任

701票 0票 5票
100% 0% 0.7%

【地域の福祉課題を話合う
生きがい部会：３月１日】

【とんど：令和2年1月13日】



“よしかわだより”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

吉
川
体
育
振
興
会
は
、

５
月
８
日
地
区
推
進
委
員

な
ど
10
名
が
参
加
し
打
合

〈１
面
よ
り
続
く
〉

▽
ご
意
見
：高
齢
化
に
伴

い
、
区
民
運
動
会
参
加
者

集
め
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
来
年
以
降
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
理
事
会
：令
和
３
年
12

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
も
ご
指
摘
の

点
は
、
地
域
で
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

と
っ
て
、
住
民
間
の
つ
な
が

り
づ
く
り
は
重
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
中
止
し

た
後
の
再
開
に
あ
た
っ
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
・開

催
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
十
分

検
討
し
ま
す
。

▽
ご
意
見
：県
道
（戸
坂
）

の
側
溝
の
落
ち
葉
を
年
４

回
ぐ
ら
い
除
去
し
て
欲
し

い
で
す
。
私
は
年
３
回
し

て
い
ま
す
。

▼
理
事
会
：会
員
の
方
の

せ
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
初
に
大
原
会
長
か
ら
①

区
民
運
動
会
を
中
止
と
し

た
こ
と
の
経
緯
、
②
市
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加

方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
続
い
て
市
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
種
目
で
あ
る

ペ
タ
ン
ク
を
参
加
者
全
員

で
プ
レ
ー
し
、
ル
ー
ル
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

努
力
に
対
し
て
は
感
謝
し

ま
す
が
、
交
通
量
の
多
い

箇
所
の
側
溝
で
作
業
す
る

こ
と
は
危
険
で
す
。
止
め

て
く
だ
さ
い
。
本
件
は
既

に
市
役
所
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す

が
、
清
掃
が
必
要
と
思
え

る
時
は
、
自
治
会
ま
た
は

自
治
協
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
ご
意
見
：河
川
の
土
砂

の
撤
去
を
急
い
で
欲
し
い
。

少
し
の
雨
で
も
水
か
さ
が

大
幅
に
上
昇
す
る
。

吉
川
史
跡
保
存
会

5
月
6
日
、
第
16
回
吉

川
史
跡
保
存
会(

根
来
猛

穂
会
長)

を
12
名
で
開
催

し
ま
し
た
。
16
回
の
テ
ー
マ

を
「吉
川
村
の
支
配
＝
行

政
組
織
」と
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
吉
川
村
国
郡

志
に
よ
る
地
域
役
員
の
種

吉
川
活
性
化
Ｐ
Ｊ
Ｔ

第
20
回
吉
川
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

会
議
を
5
月
12
日
メ
ン
バ

ー
10
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

継
続
的
テ
ー
マ
で
あ
る
「魅

力
あ
る
“
よ
し
か
わ
”
、
住

ん
で
み
た
い
と
思
え
る
地

域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

20
回
の
ま
と
め
を
①
検

討
し
て
き
た
地
区
計
画
を

具
体
的
に
進
め
る
た
め
の

作
業
を
始
め
る
。
当
該
エ

リ
ア
地
権
者
と
の
話
し
合

い
を
行
う
こ
と
、
②
地
元

企
業
従
業
員
の
方
を
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
て
吉
川
の
受

け
止
め
・移
住
の
可
能
性

を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
た
め

の
手
順
を
調
整
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

▼
理
事
会
：古
河
川
堤
防

が
整
備
さ
れ
た
後
、
古
河

川
の
氾
濫
は
少
な
く
な
っ

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
堤

防
の
損
傷
な
ど
が
発
生
し
、

公
衆
衛
生
協
議
会

５
月
10
日
、
東
広
島
市

公
衆
衛
生
協
議
会
八
本
松

支
部
牧
支
部
長
、
同
西
本

副
支
部
長
と
吉
川
地
区
の

理
事
と
監
視
員
２
名
が
参

加
し
、
吉
川
地
域
の
事
業

に
つ
い
て
話
合
い
を
持
ち

ま
し
た
。
吉
川
地
区
で
は

類
と
組
織
を
学
び
、
役
人

の
給
金
を
調
べ
現
在
通
貨

に
換
算
す
る
と
い
く
ら
か

な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
江
戸
時
代
の

武
士
・農
民
の
年
収
が
ど

の
程
度
で
あ
っ
た
か
も
資

料
を
基
に
話
合
い
ま
し
た
。

吉
川
村
誌
に
は
江
戸
の

一
時
期
に
村
の
役
職
に
誰

が
つ
い
て
い
た
か
も
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。
５
人
組

制
度
な
ど
に
よ
っ
て
農
民

は
統
制
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
今
後
も

村
誌
を
ベ
ー
ス
に
学
び
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

今
も
手
つ
か
ず
の
箇
所
が

あ
り
ま
す
。
損
傷
が
起
き

て
い
る
と
こ
ろ
は
土
砂
床

の
と
こ
ろ
で
す
。
維
持
管

理
が
求
め
ら
れ
る
構
造
と

ふ
れ
あ
い
の
里
に
あ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
広
場

で
、
5
月
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
競
技
会
で
の
成
績
な

ど
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◎
女
性
部
主
催
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
５
月
９
日
、

優
勝
：信
永
ミ
ユ
キ
さ
ん

◎
長
寿
会
主
催
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
、
５
月
22
日
、

優
勝
：平
﨑
義
昭
さ
ん

３
年
間
花
い
っ
ぱ
い
運
動

を
進
め
、
地
域
に
も
定
着

し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
引

き
続
き
趣
旨
に
沿
っ
た
事

業
を
進
め
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
公
衆

衛
生
協
議
会
の
設
立
趣
旨

を
踏
ま
え
た
活
動
も
重
要

と
し
、
今
後
住
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
も
聞
き
つ
つ
実

施
事
業
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
東
広

島
市
公
衆
衛
生
協
議
会
総

会
は
、
５
月
18
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

思
わ
れ
ま
す
。
ご
指
摘
の

箇
所
に
つ
い
て
も
、
河
川

管
理
者
に
現
状
を
伝
え
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
判
断
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

吉川まちづくり自治協議会 令和4年5月25日(2022-02)

東広島市市民活動情報サイト「すきかも」もご覧ください
https://www.higashihiroshima.sukikamo.jp/

【R3年8月13日柳倒木】

三色のツツジが群生
(槌山城址登山道)


